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問合せ：京都学・歴彩館 京都学推進課 ０７５－７２３－４８３５

<< 京都学・歴彩館からのお知らせ >>

当館では、新型コロナウイルス感染予防対策を行っております。今後の状況により予定を変更する場合もございますので
ご了承ください。またご来館の皆様にはマスクの着用（ご持参）等について、御協力を賜りますようお願い申し上げます。

●ご来場には、地下鉄・バス等の公共交通機関をご利用ください。

<< アクセス >>

▶ ＪＲ・近鉄京都駅、阪急烏丸駅から
京都市営地下鉄 烏丸線 「北山駅」下車 (①出口)
南へ徒歩約４分

▶京都出町柳駅から
京都市バス１
府立大学前 (北大路通) 下車 北へ徒歩約６分

▶ ＪＲ二条駅から
京都市バス２０６
府立大学前 (北大路通) 下車 北へ徒歩約６分

マティアス・ハイエク

研究テーマ

近代における「迷信」の成立：撲滅政策と科学史誕生の視座

明治維新後に進められた「文明開化」の中、従来の学知の基礎となっていた陰陽五行思想が否定さ
れるようになった。中でも、占いと呪いの類いは、「妖怪」と並んで「迷信」の代名詞となり、人々の生活
の中から撤廃（撲滅）される対象となった。
「迷信」という概念の成立には、この時代の「科学」や「宗教」という新たな概念の台頭が深く関係して

いると思われる。事実、「迷信撲滅」運動に関わった人物の多くは、哲学、医学、あるいは物理学、天文
学、心理学という新科学の専門家でありながら、「宗教（仏教、キリスト教）」とも深い関わりを持っていた。
本研究では、これらの人物の言論と著作における「迷信」的意識の成立に着目しつつ、歴彩館の豊

富な資料を使い、近代まで呪術・占術などの「旧弊」に携わっていた人々が幅広く活躍していた京都府
において、この「迷信撲滅」運動がどのように受け止められたかを考えてみたい。
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